
１．はじめに
化石研究会は１９５９年に創立された時，その活動目的

として，化石の微細構造・古生化学，古生態学，進化

論の３つの柱を掲げたが，そのうち進化論の連絡責任

者は井尻正二氏であった．

私たちは，１９６６年から１９７１年には，東京教育大学理

学部地質学鉱物学教室での，大森昌衛氏を中心とする

化石研究会ゼミナールに参加していた．そこでは，化

石の微細構造や古生化学といった近代的な研究が紹介

されるとともに，進化論の学習も進められていた．

進化論関係の本で，当時このゼミで学習したものに

は，徳田御稔著『改稿進化論』（徳田，１９５７），ザヴァ

ツキー著『種の研究』（ザウァツキー，１９７５），プラ

トーノフほか著『生物界の弁証法』（プラトーノフほ

か，１９６５），レベデフ著『ダーウィニズムⅠⅡⅢ』（レ

ベデフ，１９６６）などであった．私たちはこれらの本を

読むことで，進化論に関する基礎的な学習をすること

ができた．

その後も，私たちは化石研究会の活動のなかで，つ

ねに進化論の学習をしてきた．その内容は，主に２つ

あり，一つは１９８２年から３年間にわたり，ダーウィン

著『種の起原』（ダーウィン，１９６３，１９６８，１９７１）を

学習し，その内容を井尻正二編著『「種の起原」をど

う読むか』（井尻ほか，１９８５）として出版したことで

ある．もう一つは，１９８８年から１９９２年までの５年間に

わたり，井尻正二氏の提唱による「古生物学的進化論

の体系」の勉強会に参加し，その内容を井尻正二著

『古生物学的進化論の体系（要旨）』（井尻，２００１）と

してまとめたことである．

これらの活動に参加したことは，私たちの古生物学

研究において大きな力を発揮して来たと感じている．

化石研究会５０周年を迎えるに当たり，これまでの進

化論の勉強について私たちなりに総括をおこない，今

後の課題を提起したい．

２．『種の起原』の勉強会
化石研究会における『種の起原』の勉強会は，ま

ず，井尻正二氏と友田淑郎氏によって提案され，１９８０

年１１月９日の「ダーウィン著『種の起原』を読んで」

のテーマで開催された第６５回例会での友田淑郎，亀井
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Abstract
The research on the evolutionary theory was one of the main themes in the Fossil Research

Society of Japan. The progress and results of the research in the society, especially the process and

significance of two books,“How Read‘The Origin of Species’by Ch. Darwin”（Ijiri et al .,１９８５）and

“The System of Palaeontological Evolutionary Theory（Summaries）”（Ijiri,２００１）, were described.
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